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い
い
た
て
ま
で
い
な
復
興
計
画
第
３
版（
案
）ま
と
ま
る

村
の
復
興
計
画
第
３
版（
案
）が
、２
月
27
日
に
復
興
計
画
推
進
委
員
会（
赤
坂
憲
雄
委
員
長
）か
ら
村

に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
版（
案
）で
は
、第
２
版
以
降
、除
染
や
避
難
区
域
の
再
編
、東
電
賠
償
の
進
展
な
ど
、様
々
な
状
況

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、第
２
版
で
示
し
た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
村
内
拠
点
や
村
外
子
育
て
拠
点

の
整
備
な
ど
、今
後
、早
急
に
進
め
て
い
く
べ
き
４
つ
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。こ
の
第
３

版（
案
）を
も
と
に
、今
月
か
ら
行
わ
れ
る
住
民
懇
談
会
で
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
、議
会
の
議
決
を
受

け
て
成
案
と
な
る
予
定
で
す
。

村
の
復
興
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
「復
興
」の
考
え
方
や
短
期

的
・
長
期
的
な
施
策
等
に
つ
い
て

第
１
版
と
第
２
版
が
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
中
で
第
２
版
で
示
さ
れ
た
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
新
た
な
村
づ
く
り
に
向
け
て
、

「
新
ま
で
い
な
村
構
想
推
進
準
備

委
員
会
」と
、
準
備
委
員
会
の
中
に

「再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
科
会
」

「イ
ン
フ
ラ
整
備
・復
興
住
宅
分
科

会
」「記
録
と
伝
承
・情
報
発
信
分

科
会
」の
３
つ
の
分
科
会
が
設
け
ら

れ
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
第
３
版
で
は
、
準
備
委
員
会
と

分
科
会
が
検
討
し
た
内
容
等
が
計

画
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
復
興
の
方
向
性

と
し
て
、
帰
村
の
見
通
し
に
つ
い
て

も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
「戻

り
た
い
」
と
考
え
る
村
民
が
帰
村

可
能
と
な
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
除

染
の
状
況
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。

●

一
番
早
い
場
合
で
平
成
26
年
秋

か
ら
27
年
春
頃
に
避
難
指
示

解
除
準
備
区
域
４
行
政
区
、
居

住
制
限
区
域
15
行
政
区
に
つ
い

て
避
難
区
域
解
除
及
び
帰
村

宣
言

●

そ
の
後
で
き
る
だ
け
早
期
に
帰
還

困
難
区
域
１
行
政
区
の
避
難
区

域
解
除

●

村
内
で
の
学
校
施
設
再
開
に
つ
い

て
は
今
後
、
慎
重
に
判
断

こ
れ
ら
は
除
染
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
進
み
大
方
の
村
民
が
戻
れ
る
環

境
が
整
っ
た
上
で
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
帰
村
に
つ
い
て
判
断
の
つ
か
な
い

住
民
の
た
め
に
、
十
分
な
情
報
提
供

と
、
戻
る
人
・戻
ら
な
い
人
・戻
れ
な

い
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
寄
り
添
っ
た
施

策
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

復興を支える４つの重点施策

草野･飯樋･臼石の３地区を全ての村
民のための拠点として早急に再整備に着
手します。

● 村内３地区の公共施設等のインフラの早

期復旧、 帰村宣言時の商店等の再開に

ついての支援を図る

● 草野地区大谷地住宅 48 戸の建て替え、

飯樋地区災害復興住宅 10 戸 ・ 臼石地

区災害復興住宅 30 戸の建設

● メガソーラー発電や木質バイオマス施設、

風力発電施設等の設置の検討

● 再生可能エネルギーを活用した花卉栽

培施設の整備

● 村民同士の交流の拠点、 震災の記録と

伝承のための拠点 「までい館 （仮称）」 の

整備

村民の村外での生活再建のために、村
外拠点の整備を推進します。特に、長時間
の通学等で多大な負担を強いられている
子育て世代の支援のため、村外子育て拠
点の早期整備に着手します。

● 福島市飯野町に村外子育て拠点として戸

建てないしは長屋建ての 23 戸程度の災

害公営住宅や集会場、 子どもの遊び場

を整備

● 子育て世代以外でも入居可能な県営住

宅も含めた村外への公営住宅整備の推

進 （福島市内 60 戸、 川俣町内 60 戸、

南相馬市内 20 戸等）

村内生活域の除染後の放射線量上昇
を防ぎ、村の産業を再興させるため、村内
土地利用の見直しを行うとともに、農地・
森林の除染・再生を継続的に推進します。

● 農業の再生のため、 除染終了後の農地

の回復を図る

● 村外で営農再開する村民への支援を継

続し、 までいブランドの復活を支援

● 森林の汚染状況に関する調査の実施

● 今後の土地利用に関して、 行政区単位

でのワークショップ開催

復興住宅、就業支援、子どもたちへのケ
ア、健康管理、奨学金など、村民一人ひと
りに対するケアを継続・拡充します。

● 除染の前後の効果検証の実施や生活

道路整備事業など、 帰村に向けた条

件整備

● 避難先における生きがい創出事業や一

時帰宅支援事業など、 避難生活の充実

● 定期的な村民集会の実施

土地利用の見直しと
農地・林地の長期的な再生3
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村民一人ひとりに対する
支援の継続・拡大

村内拠点の整備 村外拠点の整備

今後、復興計画に基づき土地利用を見直します


